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む。）しているホース，ノズル本数を記入する。 

⑬ 水源の種類で該当するものを○で囲み，その他は具体的な方式を記入する。

なお，複数の水源を有し，種類が異なる場合はその他の欄に記入する。 

⑭ 有効水量は常時消防用水として使用できる水量を記入し，複数の場合はそ

れぞれの水量を記入する。 

⑮ 設置個数は同一敷地内に設置する個数を記入する。 

⑯ 設計，施工業者氏名を記入する。未定の場合は，未定と記入する。 

⑰ 消防機関が記入するので空欄とする。 
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① 感知器の機種別，蓄積機能，自動試験機能，遠隔試験機能の有無，感度種

別等について記入する。 

② 中継器の種別，回線数，蓄電池容量（銘板に示されているAH）等を記入す

る。 

③ 受信機のうちＰ型については，使用している回線数（使用回線数／全回線

数）を，Ｒ型については，アドレス表示点数を記入する。 

④ 使用している回線数（使用回線数／全回線数）とアドレス表示点数を記入

する。 

⑤ 該当する工事を施工する会社名を記入する。 

⑥ 耐火電線，耐熱電線の接続工法が標準工法であるものについての工法名，

その他の特記事項を記入する。 

 


